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このたびは本機をお買い求めいただき 
まことにありびとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、大切に保管 
しておいて < ださい。 

•取扱説明書を紛失された場台は、お 
買い求めの販売店にご相談ください。 
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の安全のために必ずお守りください 


給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、乂災の原因になります。 
争油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 


★空ださ厳禁 


なべ、やかんやフライノ くンなどは、空ださしないでください。 
空ださすると乂災の原因になります。 


ぶ 


0 

m±i 


★可燃性ガス使用厳禁 


ス I -ーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するもの（ガソ U ン、ベンジン、シンナー）や、スプレ 
一を使用しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 



0 

使用禁止 


^ A 危険 ( DANGER ) ， 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高し 
少量の混入でち、乂災の JI 

側は、絶服 f ま恥な U でくださ U 。 iVI vM 9 

刷こなります。 レ^の力滅止, 


A 警告 ( WARNING ) 


★換気必要 


•換気せずに使用しつづけないで < ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給して < ださい。 

•換気する場合は、換気扇を使用したり(換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと充分な換 
気びできない場合びあります。 ） 2力所切上の(風の出入りのある)開口部を設けると効率よく換気できます。 
窓び凍結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使用しないで < ださい。 



© 

換気 


★スプレー宙厳禁 


スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で吿の圧力び上がり、爆発し、危険です。 



0 

禁止 


★カーテン、寝具など、可燃物近接厳禁 


•カーテン、巧団、毛布などや燃えやすいちののそばでは使用しないでください。乂災の原因になります。 

ス I -ーブの前に可燃物を置かないで<ださい。 

ス I — ブの熱気で着乂して、乂災の原因 になります。 _, 

•可燃物との離隔距離については P 3 の I ★可燃物(木壁、合板、ふすまなど)との距離を離す 1の記載内容 
を参照してください。 


0 

禁止 


★衣類の乾燥厳禁 


衣類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落下して乂びつさ、乂災の原因になります。 



禁止 


★寝るとさ消乂 


寝るときや外出するとさは、必ず乂び消えていることを確認してください。 
また、人目の届かないところでは、使用しないでください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 


消乂 


★給油時消乂 


給油は、必ず消乂していることを確認し、ス I -ーブの温度び充分に下がってから、他に乂の気のない所で 
おこなって < ださい。 

乂災の原因になります。 



〇 

消乂 


★油漏れ危険 


•給油□□金は確実に締めてください。 



A 



この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 

AA 

この絵表示は、「を意」 
していただく内容です。 

0 © 

この絵表示は、必ずして 
いただく「指示」内容です。 

説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、重傷を負う危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、重傷を負う可能性、または 
乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 




•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを説明しています。 
•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 



ザ 


















































































































































































































































のち全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


★安全装置の作動確認 


•使用開始時と、使用中は1箇月こ1回じ I 上、対震自動消乂装置を作動させて確実に消乂することを確かめてください。 

確実に消乂しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 

•使用開始時と、使用中は1箇月に1回上、気密油タンクの給油時消乂装置び作動することを確かめてください。 
正常にセット、作動しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 


★点乂前の注意 


使いはじめや、しんのお手入れをした後は、しんに充分打油びなじむよう、給油してから約2日分待って、点乂してください。 
しんに充分打油びなじんでいないと、しんの上下操作び重 < なったり、点乂や消乂びでさないことびあります。 


★純正部品の使用 


しんなどの部品は、必ずトヨト S 純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ス I -ーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら使用しないでください。 

ス I -ーブは絶対に改造して使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部屋の換気、高温部への接触による 
やけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分にを意してください。 


★保管時にしていただくこと 


•長期間使用しないとき、または保管するときは、必ず打油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

乂災のおそれびあります。 

•しんの手入れ(から焼きク U —ニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

乂災のおそれびあります。 


女廃棄ずるとを 


ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の打油を抜き取り、電池ケースから乾電池を取りはずし 
てください。（回 mi 参照） 

打油や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


〇 

確認 


A 

ま意 


〇 

指示 


分解禁止 


〇 

指示 


〇 

指 TF 


〇 

指示 


★次の場所では使用しない 


乂災や予想でさない事故や故障の原因になります。 


C 水平でない場所、不安定な場所^ 

•傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないで < ださい。 

巧震自動消乂装置び誤作動することびあります。 

•しっかりしたじょうぶな場所で使用してください。 

♦移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで < ださい。転落 
したり、乂災になるおそれびあります。 

C 暖炉などストーブび囲われる場所つ 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで 
<ださい。 

乂災の原因になります。 

C ほこりや湿気の多い場所^ 

粉類や繊維を取り扱う場所や温室•養鶏場など、塵やほこりの多い 
場所では使用しないでください。 

燃焼用空気を取り入れる箇所び目づまり状態になり、異常燃焼を 
起こすおそれびあります。 


0 


( 風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 ) 使用禁止 

•風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 

炎び出て危険です。 

掃除機の排気にもを意してください。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつまず 
<場所で使用すると、転倒して事故や乂災び起さるおそれ 
びあります。 

C 不安定な物をのせた棚などの下） 

落下物により乂災び起さるおそれびあります。 

C 直射日光のあたる場所、温度の高い場所） 

•異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクの好油びあ店\れ出て乂災のおそれびあります。 

C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所） 

爆発や乂災の原因になります。 


温室•飼育室など人のいない場所 ) , _ 

使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれびあります。地 （ 1300ソ上の場所） 


C 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場所 ) 

化学薬品びス I -ーブの熱で変化し、器具の故障や、腐食性ガスの 
発生により金属•鏡•ガラスなどを傷める原因となります。 


酸素濃度び薄いので異常燃焼を起こすおそれびあります。 


★可燃物(木壁、台板、ふずまなど)との距離を離ず 


•ス I -ーブから可燃物との距離は、ち図の指定!;^上の距離を保つようにしてください。 
•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1上離して < ださい。 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどび風でゆらいでもストーブにふれないようにしてください。 

♦家具などからは充分な距離を離して < ださい。 

熱で変形や変色、自然発乂することびあります。 二 d 
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お願い ( NCmCE ) 



★な油の廃棄 

打油の廃棄処分は、打油をお買い求めになった販売店にご相談 < ださい。 

_ ^ 


固使用する場所 


★効果的に使用するために 


•外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入って < る場所にス I -ーブを置 < と、冷気びス I -ーブで暖めら 
れて上昇対流しますので、部屋の温度のムラび少な < なり効果的な暖房びでさます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。 
•部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、部屋の温度のムラびより少な <なり、効果的に 
暖房びできます。にのときストーブには直接風びあたらないようにを意してください。） 



さ各部のなまス 


油タンクふた 



しん調節つまみ 


緊急消乂ボタン\しん調節つまみ 



構造図 


点乂プラグ 


感震部 
巧震自動消火装置 


外筒キャップ 


鶴ぶ 


?磨ぶ 


燃焼筒 



油タンク 
f 気密油タンク；! 
I こぼれま栓付 J 

卿 


第32種 ( TTS -32) 



ガイドピン 


油量計 




しんホルダー 貸 


給油□□金© 
油受け 



しん調節器パッキン 
しん案内筒 


燃焼筒 
つまみ 



ぉ願ぃ- 


耐熱しんに、な油の燃えかす(夕ール)び多量に付着しますと、しんび下び5なくなったり点义しにくくなったりします。 
因 [^][ 9 しんの手入れをする」を参照して、しんのか5焼きクリーニングをしてください。 
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包装箱に表示してある「包装の内容」をご b んになったっスで、包装箱か 
ら包装材などを取り除さ、製品を傷付けないように取り出してください。 
包装箱や包装材はストーブを保管するとさに必要です。取扱説明書 
ち忘れずに保管してください。 

-お願い- 


包装材は可燃物ですか5、必ず取り除いてく 
ださい。 



2 

3 


ガードのち下すみを少し持ち上げて手前に引 
さ、ガードを開けて < ださい。 


燃焼筒を納めている包装材を取り除さ、燃焼筒 
を取り出してください。 


ぉ願ぃ- 


燃焼筒の端面に手、指などふれな 
いぶ5にして < ださい。 



2 


3 


燃焼筒をしん調節器の上に 
正しくセットし、燃焼筒つま 
みを左ちに2〜3回動かし、 
燃焼筒び正し < セットされ 
ているか確かめてください。 

ガードを、ちとの位置に閉 
じて < ださい。 

-ぉ願ぃ- 



製品の輸送中に生じたが筒（ガラス）の破損、燃焼 
筒の変お、ねじのゆるみや、はずれなどびないか 
調べてください。 


燃料 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくださし、。 
少量の混入でも、义災の原因になります。 



喔) 

ガソリン禁止 


® 燃料はな油 ( JIS 1 号な油)を必ず使用してください。 

d ) 不良な油(変質な油、不純な油)は、絶巧に使用しないでください。 


•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとさはあ 
わてずに、緊急消乂ボタンを押して消乂してください。 

•変質打油(持ち越した打油など)、不純打油(打油外の油，水， 
ごみび混入した打油など)などの不良打油は、絶対に使用しな 
いで < ださい。異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


d ) な油の保管のしかた 

•灯油は必ず乂気、雨水、ごみ、高温 
および直射曰光を避けた場所に保管 
して < ださい。 

•打油容器は専用のされいな容器を使 
用してください。また打油容器は必 
ず色付さの打油専用容器を使用して 
<ださい。 

•打油容器内の打油び少ないと温度変 
化により結露して水びたまることび 
あります。 

•ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 




厳参 

夕 ( — )umiL 


r な油とガソリンの見分けかたのポイント ] 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 

(乂の気のない所でおこなってください。） 

〇な油 

X ガソリン 

濡れたままです。 

すぐに乾いてしまいます。 


良い保管 


直射日光、雨水び当たらず、 
乂気のない冷暗所へ保管。 



悪い保管 


直射日光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管。 



禁止 


変質な油とは 


•ちい打油。（ひと夏持ち越した打油） 

•曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した打油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器で保管した打油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄色味をおびたり、すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため打油は翌シーズンに持ち越さないようにしてください。 
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使用禁止 


互使用刖の準備 

^トーブを取り出ず 燃焼筒をセットずる 


上さとびらてい 
さだるれたえさ 
浮く あそ しさ'尤 

3調 P こあ！! 

誦5屬 J 盛 

のなき焼す^ル d 
摘び浮^ま吐^ん 
焼り。常りさ筒ち 
燃びい異あ浮外さ 
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乾電池を取り付ける 

でるでるつまみの位置の確認^ 

•乾電池は別売です。 

•市販の単こ形乾電池 (4 個）を購入の上、本 
体後側の電池ケースに、©©を正しく合わ 
せて入れてください。 

•充電式電池では電圧び低 < 着乂しにくくなり く 

ます。 / 

•新しい乾電池とちい乾電池、種類の違う乾電池を混ぜて使用しますと、 
点乂できなかったり、点乂しにくくなったり、液漏れや破裂する原因 
になります。 

しん調節つまみを引さ抜いて、内部にあるでるでるつ 
まみの①の位置に、固定ピンび入っていることを確認 
して < ださい。 

違っていましたら①にはめ替えてください。 

(詳しくは1511使いかた II でるでるおの使いかた1をお読み 

<ださい。） 

緊急消火 ~^ でるでるつまみ 

难 

、___ J \ しん調節位置にあること/^^ 

エコランプ 

•エコランプは乂力調節幅をランプでお知ら 
せする機能です。エコランプの点打してい 

る範囲び乂力調節幅の目安です。 

エコランプび点打している範囲で乂力調節 

してください。乂力を弱くした場合でも、 壬、コ/^ 
燃焼筒の下部の赤熱部び充分に赤熱してい 
る状態で使用してください。 

(1511使いかた11炎の調節のしかた1参照） 



不純な油とは 


) 


•打油 iU 外の油（ガソ U ン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など）びほんの少しでも 
混入した打油。 

•水やごみび混入した灯油。 



0 

使用禁止 


不艮なミ由(変質むミ田•不純な油）の見分けかた につのコップを用意して、片方には水を、もう片方には口油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間び短 <、水と同じ無色透明な 
ら正常。 



白い紙水 


少しでも色びついていたら使用しない。 



白い紙水 


0 

使用禁止 


紫外線で打油び劣化した時は、打油び変 
色しにくく見分けかたび難しくなります。 
ひと夏持ち越した打油は無色透明でち絶 
巧に使用しないでください。 


\ 変質丹油や不純な油などの不良丹油を使用1 
ずると 

4 

万一変質丹油や不純丹油などの不良な油を 
使ったときの処置のしかた 

•変質な油や不純な油などの不良な油を使用しますと、 

な油の程度にもよりますび、1〜30曰のご使用でしんに 
多量のタールびたまり、しんの先端び固くなったり、点乂 
しにくくなったり、しんび上下しにくくなったり、炎び大き 
くな5なくなったり、激しいにおいびしたりします。 

また、消乂時にしんび下び5ず乂び消えなくなります。 

•水の混入した打油を使用しますと、油タンクに打油び 
残っていても炎びルさくなったり、しんび上下しにくく 
なったり、異常燃焼を起こして激しいにおいびした 
り、乂び消えたりします。 

•ガソ U ン、シンナーなど、揮発性の高いちのび混入した 
打油を使用しますと、乂災の原因になります。 

\_ ) 

1 油タンクや油受けざら内の悪い打油を抜さ取り、良 

1 質の打油で内部を 2 〜 3 回洗浄してから良質の打油 
に入れ替えてください。 

(悪い打油び残っていると再発します。） 

Q 〇 [ WW ] 「9しんの手入れをする」を参照して、し 
し んの先端の固くなっている部分を、ラジオペンチな 
どで軽くつぶしてか5、しんのか5焼きクリーニン 


グをおこなってください 

Q しんの手入れをおこなってち効果のないとさや、水 
^び多量に混入している場合は、しんを取り替えてく 
ださい。 

しんの取り替えは、販売店までお問い合わせください。 

し J 


-お願い- 

変質打油や不純打油などの不良打油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でち有料修理となります。 


ノ 































































































囲使用前の準備 


給油のしかた 


A 警告 


給油は、必ず消乂していることを確認して、スIブの温度び充分に下がってか！5、 
他に乂の気のない所でおこなってください。 

乂災の原因になります。 


〇 

消乂 


1油タンクを取り出ず。 

I •油タンクを取り出し、給油 □ 
□金を、左「〇」に回して取 
りはずしてください。 

•給油□□金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給油 □ 
□金び取りはずしやすくなり 
ます。 

P 油量計を見なが5給油 
ずる。 

•市販の給油ポンプの先端をジ 
ヤノ くラの手前まで差し込んで、 
油量計を見ながら給油して< 
ださい。（ホースび抜けないよ 
うに注意しなびら給油してく 
ださい。） 

•灯油は、油量計のほぼ上部(ち 
図の給油位置）まで給油し 
てくださ巧 

油タンクの油面び上昇して< 
るとオレンジ色から黒色に変 
わります 

入れ過ぎますと、あふれ出るこ 
とびありますので充分を意し 
て < ださい。 




-お願い- 

•油タンクの中にあるにぼれま栓」の弁 
び、給油□の近くまで上がっていると 
きは、弁を下へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある「こぼれま栓」は、 
給油□口金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
で < ださい。 



g 給油□□金を「カチッ」 
と音がずるまでち「〇」 
に回して、しっかり締める。 

•カチカチと何度ち音びしても 
大丈夫です。正しく締まる 
と油タンクの赤色の線び見え 
なくなります。 

•給油□□金を下にして、油漏 
れびないことを確かめてくだ 
さい。 


給油□□金 



•油タンクから油び漏れる状態 
で使用しないでください。 
乂災のおそれびあります。 
•同時に多数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油□□金びありますので、間 
違えないようにしてください。 
油び出な < なったり、故障の 
原因になります。 

•打油容器のふたち、しっかり 
締めておいてください。 



4こぼれたな油はよくふき 
取る。 

•こぼれた打油は必ずされいに 
ふさ取って<ださい。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にもなります。 



ち油タンクをセットずる。 

U •油タンクを、本体に正しく、 
ゆっくりとセットしてくださ 
い。 


-お願い 

才ート給油ポンプ伯動停止装置付)を使用する場合 

•市販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)の中には、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具合状態にな 
り、正しく給油できないものびあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まう。 

(処置)•油タンクに差し込むホースのセン 
ヴー部の位置(方向）を変える。 
(処置)•ポンプの乾電池の消耗度を確かめ 
る。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。打油びあふれてしま5。 
(処置)•ポンプの取扱説明書に従って、 
固定具の位置を調節する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 



お願い 


給油□□金を斜めに締め 
たりすると、簡単に給油 □ 
□金びはずれて、乂災の 
原因になります。 



ホ色の線 



〇しまつている X しまつていない 


•細拟1ミ 

•ス I -- ブを使用するときは、ときどき給油サインを見て、打油びあるかどうか確認し、灯油びなくな 
る前に給油してください。 

•油タンクに打油びあるときは、「給油サイン」の倒ま「緑」ですび、打油び少なくなると「ホ」に変わります。 
•「給油サイン」の色び r 赤」になりましたら、消乂して給油してください。 




な油が少なくなると 
赤色に変わります。 














































































































点乂前の準備と確認 




•ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると火災のおそれびあります。 
•ス I -ーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


I 燃焼筒と油タンクのセットを確認ずる 


•点乂操作をする前には、必ず燃焼筒び正し < しん調節器にセッ 
卜されているかどうか、燃焼筒つまみを左もに2〜3回動かして、 
スムーズに動くことを確認してください。 

•油タンクびセットされていないと、気密油タンクの給油時消乂 
装置び働さ、しん調節つまみび戻り、点乂でさません。 


巧震自動消乂装置のセット 


>しん調節つまみを、「点乂」のち向 （ 0 ) に、ゆっくり止まる 
まで回しますと、対震自動消乂装置び自動的にセットされます。 
対震自動消乂装置びセットでさない場合は、一旦しん調節つ 
まみを r 緊急消乂」の位置の方向 （ 〇 ) へ回してからおこ 
なって < ださい。 


固使いかた 


点义のしかた 


A 注意 

使いはじめや、しんのお手入れをした後は、しんに巧分な油びなじむよう、給油してか！5約20分 
待って、点乂してください。 

しんに巧分な油びなじんでいないと、しん上下操作び重くなったり、点乂や消乂びできないこと 

A 

V 

びあります。 

ま意 


•初めてお使いになるときは、点乂後、ス I -- ブに付着しているほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらくお使いいただければに 
おいはな < なります。 

•点乂後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくすると炎び安定し、音び 
しな < なります。 



2 


電池点乂のしかた 


しん調節つまみを r 点乂」 

の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを「点乂」の方向 
(〇)にゆっくり完全に止まる 
まで回してください。 

(しんび上がり点乂します。） 

•点乂操作の途中で「ピィー」と言う放電音びしますび、し 
ん調節つまみはそのまま止まるまで回してください。 
•しん調節つまみび、止まらずに「緊急消乂」の位置まで戻って 
しまう場合は、油タンクび正しくセットされているわ權認してく 
ださい。それでも戻ってしまう場合は、一旦、しん調節つまみを 
「緊急消义 d の方向(〇)へ回してください。回せない場合や 
硬し場合は、しんに夕 一 J レびつしでいます。しんの手入れめ、 
ら焼きク U - ニング)または、新しいしんと交換してください。 

乂が着いたことを確認ずる。 

•乂び着いたことを確認したら、手をしん調節つまみか 
らゆっくりはなしてください。 

•乂び着いた後ちしん調節つまみを回しさったままです 
と、乾電池の消耗び早 < なります。またカーボンび付 
着して、点乂しにくくなる原因になります。 

点乂しにくし、場台は 

•点乂プラグ付近から白煙び出て 
点乂しにくい場合は、しん調節つ 
まみを少し戻してから、再び「点 
乂」の方向に、ゆっくり止まるま 
で回すと点乂しやすくなります。 

•しんにタールやカーボンび付着 

したり、点乂プラグに水分びついていたり巧れてくると、 
点义しにくくなります。 

しんの手入れ、しんの修正、点乂プラグの掃除をおこな 
ってください。（巧 I 点検•手入れ I - の歴量参照） 

•乾電池の電圧び不充分で点乂しにくい場合は、新しい乾 
電池〔単こ形乾電池4個〕をご購入の5え交換してご使用 
<ださい。 

3燃縮のセットを確認ずる。 




•点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正しく 
しん調節器にセットされているか、 
しんの上にのっていないかを必ず 
確かめてください。燃焼筒び正し 
くセットされていないと、異常燃焼 
し、乂災になるおそれびあります。 




電池点乂が使えないとき 


1しん調節つまみを r 点乂」 

の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを r 点义」のち向 
( 〇)に、ゆっくり完全に止まる 
まで回して < ださい。 

•しん調節つまみび、止まらずに 
「緊急消乂」の位置まで戻ってし 
まう場合は、油タンクび正しくセットされているか確認し 
てください。それでも戻ってしまう場合は、一旦、しん調 
節つまみを「緊急消乂」のち向（〇)へ回してください。 
回せない場合や硬い場合は、しんにタールびついていま 
す。しんの手入れめ、ら焼きク U - ニング)または、新しい 
しんと交換してください。 

P マッチや市販の点乂用ラ 
イ ターで 点乂ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒を持ち 
上げ、マッチや市販の点乂用ラ 
イターなどを使ってしんに乂を 
着けてください。 

•たばこ用のライターで点乂しな 
いで < ださい。 

•マッチで点乂した場合は、マッチの燃えかすをしん付近や 
ストーブ内に落としたり、置台の上に置かないでください。 
乂災の原因になります。 

Q 燃照筒のセットを確認ずる。 

W •乂び着いたことを確認したら、燃 
焼筒つまみを左ちに2〜3回動か 
し、燃焼筒び正し < しん調節器に 
セットされているか、しんの上に 
のっていないかを必ず確かめて、 

ガードを閉じてください。燃焼筒 
び正しくセットされていないと、 

異常燃焼し、乂災になるおそれ 
びあります。 

•乂び着いたことを確認したら、しん調節つまみをかしだ 
け(乂び消えない程度に）消乂のち向に回してみて、引 
っかかりびなくスムーズにしんび下げられることを確認 
してから、もう一度しんを上げて使用してください。 

しん調節つまみびスムーズに回らないとさは、燃焼筒を 
持ち上げて、しんを完全に下げてから、点乂操作を始め 
からやり直してください。 
























































固使いかた 


炎の調節のしかた 


f 

A 警告 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて洛下して乂びつき、乂災の原因1しなります。 


V 


禁止 J 


A 注意 


やかんやなべなどをのせた場合は、細/こ、のま意をしてください。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、外筒(ガラス）び割れ 
たり、異常燃焼(立炎）の原因になります。 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い求めの販売店に点検を依頼してください。 

ストーブの故障や請発生の原因になります。 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでください。 迂意 

内部に熱びこもり、油タンクふたなどび熱くなりやけどのおそれびあります。 


A 


mmmmm 


•炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

•しん調節つまみを回して炎を調節するとさは、 team 嚇 のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の状態で 
使用して < ださい。エコランプの点なしている範囲び乂力調節幅の目安です。 


最大正常燃焼のときの伽長さは、の獅か51〜 2 cm です。 


臭 常 


正 常 


正 常 


臭 常 



内炎板 


1〜 ecm 




X 


磯ミ網' 



しんの上げすざ 

(炎び大きく伸びている） 


最大正常燃焼 


最小正常燃焼 


しんの下げすぎ 

(赤熱部び充分にホ熱しない） 


すすや一酸化炭素び 
多 < 発生する 


炎び内炎板から 
1〜 2 cm 出る状態 


赤熱部全体び赤熱して 
炎び少し出ている状態 


においや一酸化炭素び 
多 < 発生する 


(1) 炎の大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点乂後しばらくして、燃焼筒の下部び赤熱し(赤 <なる)、炎び上びってさます。 

1日分ほどで、炎は全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回して炎を正常燃焼の範囲に調節してください。 
•炎は全周均一には揃いません。上図のイラストのように4つに割れます。前後左もに伸び 
た炎の長さは、それぞれ異なりますび、その比率び1対2.己くらいでも正常です。 

•燃焼中は、ときどさ炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。しんび上がりすざていたり、 
燃焼筒びずれていると、すすび出て、異常燃焼を起こして危険です。 


乂力を弱 < ずる場合の注意 


•乂力を弱 < した場合でち、燃焼筒の下部の赤熱部び、充分に赤熱している状態で使用して < ださい。 

•あまり乂力を弱くすると、においや一酸化炭素び多く発生し、しんにタールび付着し消乂時間び長 < なります。 


舅 


しんの高さ調節(でるでる;50について 


•炎の大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってさます。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないときは、同硬いかた I 
区るでるおの使いかた I の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質な油や不純打油などの不良打油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないとと 
もにしんの上下操作び重くなります。このようなときは、 IIII 原管|「9しんの手入れをする」の項を参照してしんの手入れをしてください。 


消义のしかた 



通常の消乂の場台 


1しん調節つまみの目印を、「ニオイセーブ消乂」の位置まで、ゆっくりと回ず。 

I しん調節つまみの目印を消乂のち向（〇)の r ニオイセーブ消乂」の位置までゆっくり止まるまで回し 
てください。（速く回すとにおいび出やすくなります。） 

〇 :肖火剧崔ミタずス 

•においを少なくするため、約1〜己分程燃焼(炎び一部残る)して消乂します。 

•しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消乂」の位置にあり、乂び消えたことを必ず確認してください。 


緊急の消乂の場台 


(t 緊急消乂ボタンを押ず。 

•急速に消乂させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消乂」の位置にあり、乂び消えたことを必ず確認してください。 

•緊急消义ボタンを押しても、しんび下び5ず消乂できない場合は、しん調節つまみを強く左方向 （ 〇 ) 

に回して、しんを下げてくださし>。それでもしんび下び5ない場合は、油タンクを取り出し、乂び消える 
まで燃やしきってください。（約1時間かかります。） 昼を 





























































































•時間に余裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯に00 mj 0 程度)の水をかけて消乂してください。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないように、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、後で油受けざら内の水の 
入った打油を抜さ、しん交換び必要です。 


しんび下び！5ない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることびありますので、 の I 保管 1 
「9しんの手入れをする」を参照して、しんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。 




/-お願い- 

消乂後、約己分間は再点乂しないでください。燃焼筒び;令えないうちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気び 
出たり、点乂しないことびあります。 


でるでる芯の使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒やしんの劣化などで、炎び大さくならないとさは、 でるでるつまみ 
を操作して、しんの高さの調節びでさます。 

/-お願い- N 

•購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど、炎び充分に出ているときに、 でるでる つまみを②や③にはめ替 
えると炎び大きくなりすぎ、すすび発生することびあります。炎び大きくならない時 m 外は、 でるでる つまみを①で使用してください。 
•変質打油や不純打油などの不良打油を使用して、しんに水やタールび付着したとさは効果びない場合びあります。その場合は 
〇 r 保管 I 「9しんの手入れをする」 の項を参照してしんの手入れをおこなって<ださい。それでも良<ならない場合は、新しいしん 
-に交換してください。_ 

1 緊急消乂ボタンを押ず。 

I 緊急消乂ボタンを押してしんを完全に下げた状態でないと、 でるでる つまみを 
はめ替えることびでさません。 

P しん調節つまみを弓 I き抜く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの③または③印の穴のいずれかを、 

固定ピンの凸部にはめ替える。 

①から③の穴へ、②から③の穴ぺまめ替えることにより、しんの高さはそれぞれ約 2 mm 
高< なり、炎び大さくなります。 

逆に、炎をルさくする場合には、③を③に、②を①にはめ替えます。 


Q しん調節つまみを取り付ける。 

W でるでるつまみを①から②または③にはめ替えますと、点乂の際しん調節つまみを回した 直 r 薑ミる 

ときに、しん調節つまみの目印の止まる位置び、 r でるでるお」の③または③位置に。、わります。_ 


でるでるつまみの位置 

① 

⑨ 

③ 

しんの局さ 

約 8 mm 

約10 mm 

約1 2 mm 



でるでる 
つまみ 




圆安全装置 


巧震自動消乂装置 


♦ストーブ本体び地震(震度約己！;(上)や強い振動、衝撃を受けたとき、乂災などの危険を防ぐために自動的に消乂させる安全装置です。 
•しん調節つまみを「点乂」の方向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、打油びこぼれていないかなど異常び 
ないことを確認した後、再点乂してください。 


気密油タンクの給油時消乂装置 


•燃焼中に油タンクを取り出すと、自動的に消乂させる安全装置です。（しん調節つまみの目印び「緊急消乂」の位置に戻ります。） 
•油タンクを本体に挿入すると自動的にセットされ、しん調節つまみび回せるようになります。 

•気密油タンクの給油時消乂装置は、消乂した状態（しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消乂」の位置にある場合）でち油タン 
クを抜くと、「緊急消乂」の位置まで目印び戻り対震自動消乂装置びセットでさなくなります。 

-お願い- N 

燃焼中に、対震自動消乂装置や気密油タンクの給油時消乂装置び働いた場合は、消乂時のにおいび強<発生します。 

給油をされるときは、においを抑えるため、しん調節つまみで消乂させ、消乂を確認してから油タンクを取り出してください。 


3点検 • 手入れ 


点検-手入れのしかた 


，点検-手入れをおこなうときは 


•ス I ブを消乂し、ス I ブの溫度び充分に下びってか！5おこなってください。 
•手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 

•安全装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•必ず乾電池を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってください。 













































































图点検-手入れ 


f 


\ 


点検箇所 

点検内容 

処置方法 


ス 1 -ーブの 
周囲 

•ス 1 -ーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 

[乂災の原因になります] 

•常に整理•掃除をし可燃物をス 1 -ーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
り、たまったり、にじんでいませんか。 

[乂災の原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ好油はき 
れいにふさ取ってください。 

油漏れ 

•油タンクから油漏れはありませんか。 

•製品から油漏れはありませんか。 

[乂災の原因になります] 

•油タンクの給油□□金の、弁部などにはさ^。， Y 店 
まっているごみなどを、取り除いてください。 

•灯油び漏れてし席場合は、すくに働聴ゃめ、 

風巧欄議こ修里城就てが就、 

外筒 
(ガラス） 

•欠けたり、割れたりしていませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•お買い求めの販売店に相談して、新しい外筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


■階 旧国 阿夕 



点検箇所 

点検内容 

処置方法 


ほこり 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下部） 

•反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙やビニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や乂災の原因になります] 

•因1保管1の1〜5項を参照して本体 
を取りはずし、置台と油受けざらの隙 

間(特にしん案内筒の下部)のほこり、 

ごみなどを取り除いてください。掃除 ■ 

機で吸い取るのも効果的です。 

対震自動 
消乂装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると、巧震自動消乂装置び作動し、そのとさしんび 
下びり、しん調節つまみの目印び r 緊急消乂」の位置に 
戻りますか。[確実に消乂することを確認] 

•しん調節つまみの目印び r 緊急消乂」の位置に戻らな 
い場合は、しんの項の点検をしてください。 

•販売店に修理依頼をして < ださい。 

乾電池 

•点乂プラグのスパーク音は、「ピィー」と鳴りますか。 
[乾電池の電圧(消耗)点検] 

•音びかすれる場合は電圧び下びっています。 

新しい乾電池に交換してください。 

新しい乾電池に交換しても直らない場合は、点乂プラグ 
の項の点検をしてください。 

燃焼筒 

•燃焼筒の細かい穴に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。[異常燃焼の原因になります] 

•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除さ、さ 
れいに掃除して < ださい。 

しん 

•しんの先端にタールび付着して、固 < なっていませんか。 

f しんにタールび付着していると、次のような不具合び 1 

発生します。 

•タールび付着している場合は、1111保管1の「9しんの 

手入れをする」に従って、しんの手入れをおこなってく 

- お願い - N 

•し服]!®献ぶ飄で 1船孤讯で </zSU 
•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

•しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 

[ 新しいしんに交換して < ださい。 J 

•消乂操作をしてち、しんび下がらず、消乂しない。 

•しん上下の操作び重 <、スムーズにでさない。 

•点乂操作をしてち、点火しない。 

•燃焼筒び赤熱しなかったり、燃焼中ににおいびする。 

V J 

点乂プラグ 

•点乂プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか。 
•点乂プラグびしんに < い込んでいませんか。 

[点乂不良の原因になります] 

•水をこぼしていませんか。 

•点乂プラグび巧れているとさは 、 r 点乂プラグの掃除」 
に従って処置をしてください。 

•点乂プラグびしんにくい込んでいるときは、「しんの 
修正」に従って処置をしてください。 

気密油タン 
クの給油時 
消乂装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから油タンクを持ち上 
けると、気密油タンクの総曲蒂肖乂装動'欄してしんわ吓び 
り、しん調節つまか D 目印び隙謗肖乂 J 躍に戻りますか。 

•しん調節つまみの目印び r 緊急消乂」の位置に戻らな 
い場合は、しんの項の点検をしてください。 

•販売店に修理を依頼してください。 

\ 


ノ 


-点乂プラグの掃除- 

•ガードを取りはずし、乾電池と燃焼筒を取り出してから、マイナスドライノ く一などで、点乂プラグ 
の電極や碍子部分に付着した汚れを取り除いて < ださい。 

•掃除び終りましたら、元通りにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、乾電池を取り 
付けて正常に点乂するかどうか確認してください。 

•点乂 U こ幼がこり、点乂しなし腸靴、「し/〇0(細をするか、も卜度きれいに擲余値してください。 
また、しんの手入れ(か5焼きクリーニング)をおこなうと、点乂プラグに付着した巧れび取れ 
やすくなります。（因傾畳「9しんの手入れをする」参照） 



-しんの修正- 

•乾電池と燃焼筒を取り出し、しんを上げて点乂プラグ近くのしんの側面を内側に、割り箸などで 
軽く押さえるように撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、乾電池を取り付けて点乂して < ださい。 




しんに接触している 

うしんから離れている 


^しんかさ離巧 


しんと点火プラグの間を少し離す 


图定期点検 


日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 日 3-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±')など]のいる店な 
どに点検依頼されることをおすすめします。 











































































圓故障 • 異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 
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処置方法 


しんの出過ぎ。 

〇 


〇 


〇 






しんを下げて、炎を調節する。 

し 

しんの出び少ない。 

〇 

〇 



〇 




〇 


しんの高さを調節する。 

新しいしんと交換する。 

ん 

しんに水を含んでいる。または油受けざら内に 
水び入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しんの手入れをする。または、新しいしんと交換する。 

しんにタールびついている。 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


油受けざら、油タンク内の灯油を正常な灯油に交換する。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 




点火してから必ず燃焼筒つまみを持って左ちに2〜3回 
動かす。 

燃 

焼 

燃焼筒の変形。 



〇 


〇 

〇 





内炎筒、外炎筒び変形していないかを確かめる。 

懐形している場合は販売店に連絡する） 

筒 

しん調節器と燃焼筒との間にすさ間びある。 



〇 


〇 

〇 





しん調節器の上面にタールびついていないか。 

または燃焼筒下部に不揃いびないかを調べる。 


外筒(ガラス)にひびや割れびある。 



〇 


〇 

〇 





外筒(ガラス)を交換する。 

燃 

灯油び変質している。（ミちれた油やポ IJ 容器で 

1年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


しんにタールびつ<原因となるので正常な打油に交換 
する。 

料 

灯油び水やごみを含んでいる。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


正常な打油に交換する。 


給油ロロ金び間違っている。 

〇 

〇 









給油ロロ金を正しいちのに取り換える。 

ン 

油タンクび本体に入っていない。 

〇 










油タンクを本体に入れる。 

乾 

電 

池 

乾電池び消耗している。 

〇 










新しい乾電池に交換する。 

正しく入れていない。 

〇 









〇 

正し < 入れ直す。 

点 

乂 

点火装置のコードびはずれている。 

〇 










コードびはずれているとさは正しく差し込む。 

その他は販売店に連絡する。 

点火装置びショート(短絡)している。 

〇 









〇 

ショートしないよラになおす。 

不明の時は販売店に連絡する。 

装 

点火プラグの電極び正常でない。 

〇 










点火プラグび破損していないか確かめる。 

(破損している場合は販売店に連絡する） 

置 

点火プラグびしんにくい込んでいる。 

点火プラグびミちれている。 

〇 










しんの修正をする。 

点乂プラグを掃除する。 

置 

k 台 

製品内部に、ほこり、ごみびたまっている。 



〇 








製品内部を掃除する。 

J 


この表 Lil 外の不具合びあるとさや、 処置方法により処置をしても良くならないとさは、使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談 < ださい。 


图部品交換のしかた 


A 注意 

点乂装圍ホ、点乂時に高電圧び発生します。点乂プラグに不用意にさわ5ないでください。 
感電のおそれびあります。 

垣松 給-すスれわサス>•キけ ,iy •ホ故 品： +h を Ht7hf 十ホ 1 てわ、におて/ド九、 

A 

V 

J 巧 1 巧、ちモす 1 么 9 なこご 1 み、必 19 巧匹么 8 乂リ 1 み 9 し C» の*りわしなつ C» 、/ごし、 0 

感電ま意^ 


•しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

•替えしん、外筒(ガラス)、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買い求めの販売店までお問い合わせくださし、。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓 HFg ] までお問い合わせください。 

インターネットでの部品購入は、 http :// toyotomi . shop 1 4. nnakeshop . jp / をご覧ください。 


部品交換のとさのま意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けびなどしないようま意しておこなってください。 

① 手をやけどしないように、ス I -ーブは消乂し、温度び充分下びるまで待ってください。 

② 感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③ 手をけびしないよ5に、手袋をはめてください。 

•不完全な修理はを険です。お買い求めの販売店か、（財)日本石油燃焼機器保守協会でおこな5技術管理講習会修了者(石油機器 
技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすすめします。 


をが iifiiy 度 


トヨトミ純正適合しん [ トョ耐熱しん第 32 種 (TTS-32) I 商品〕ード: 11281207 I 

しんの交換ち法•を意内容は、トヨ耐熱しんに添付されている取扱説明書をお読み<ださい。 


が筒(大)の交換のしかた 


真 


検査に合格したしんにはこの 
マークび貼ってあります。マーク 
の色彩は、白地にホインクで 
表示されています。 


I が筒(大） 1^ 商品コード: 11020802 ] 


►外筒(大)び割れたり、量りや巧れがふき取れない場合は、交換してください。 

外筒(大)はガラス製ですから、けびをしないように、取り扱いに注意してください。 


1ガードを開いて、燃焼筒を取り出します。 

〇 外筒キャップの内側のつめを、マイナスドライノ く一などで起こし、外筒キャップ 
を取りはずしてから、ちい外筒(大)を取りはずします。 

3 新しい外筒(大)を、ゆっくりとはめ込みます。 

4 2項ではずした外筒キャップを燃焼筒ガードにかぶせ、外筒キャップのつめを 
3 箇所づつ押さえ固定します。 




























































圆部品交換のしかた 


燃焼筒の交換のしかた 


「燃焼筒 r 商品コード:11281206 I 燃焼筒の内炎筒•外炎筒などび変形した場合や、外筒ル(ガラス)び割れたりした場合は、 

お買い求めの販売店、または、別紙の L お客様相談窓□-覧」までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


点乂プラグを交換するときは、お買い求めの販売店、または、別紙の I お客様相談窓□-覧 I までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


•团 愤用前の準備 11 乾電池を取り付ける I を参照して、必ず4個とも市販の新しい乾電池〔単こ形乾電池〕に交換してください。 
•取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用される 
ことをおすすめします。 


m 保管(長期間使用しない場合) 


A ミ主意 


長期間使用しないときまたは保管するときは、必ず'打油を抜いて、電池ケースか！5乾電池を 
取りはずしてください。傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

乂災のおそれびあります。 


〇 

指示 


1油タンク内のな油を抜き取る。 

I ①ストーブから油タンクを取り出し、市販の給油 
ポンプ（手動式）を油タンクのこぼれま栓を 
押し下げて、ななめに底まで押し込んで 
油タンク内の打油を抜さ取ってください。 

■お願い 



こぼれま栓は、はずれまなん。割り蓄などの棒を使って 
こぼれま栓を押し下げたりしないでくださし >。中に入ってしま 
うことびあります。 


③わずかに残った打油は、油タンクに給油 □ 
□金を取り付け、油受けを本体の中から取 
り出して給油□□金に押し当て、油タンク 
を上下にゆすって抜いてください。 

2 電池ケースから乾電池を取り出して < ださ 
い0 

-お願い- 

乾電池を取り付けたまま保管すると液漏れ 
してストーブを腐食させることびあります。 
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緊急消乂ボタンを押して、巧震自動消乂装置を作動させ、しん 
を下げてから、ガードを開いて、燃焼筒を取り出してください。 
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r しん調節つまみ」を弓 I き抜いてくださ 
い。 


5 本体の両側面と背面にある止めねじ3 
本を、取りはずしてください。本体を前 
ちに傾けなびら、ゆっくりと上方に持 
ち上げて取りはずしてください。 


R 油受けざ！5内のな油を抜き取る。 

U 油受けを取り出してから、油受けざら内の 
灯油を市販の給油ポンプ(手動式)で抜さ 
取ってください。 

•油タンク、油受けざらに水やごみび残っ 
たまま保管すると、請や穴あさの原因に 
なります。されいな打油ですすざ洗いを 
してください。残った打油は、布切れなど 
で吸い取ってください。 




感震部の点検•手入れをおこなう 


•ごみやほこりびついていた5、やね5かい巧できれいに 
ふき取ってください。 

•謂び多量に発生している場合は、 

お買い求めの販売店に修理を依頼 
して < ださい。 

•ストーブ内の巧れは、濡れた巧で 
ふいて落とし、乾いた巧で水気を取り 
除いてください。 



7本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器 
差 の上に正しくのせてください。 

Q な油を抜いた油タンクを本体にセットしまず。 
U 乾電池も取り付けまず。 

q しんの手入れをずる。（か5焼きクリーニング） 

お願い 


•しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換気を 
おこなって < ださい。 


ラジオペンチ 


•燃焼筒を取り出して、しんの状態 
を確認し、しんの先端び固 < なっ 
ている時は、ラジオペンチなどで 
固い部分を軽 < つぶしてからお 
こなって < ださい。 

① 燃焼筒をのせ、通常の点乂操作 
をして、正しく燃焼させてくだ 
さい。 

② 乂力びルさくなったら、しんを 
一杯に上げて自然に消乂するまで 
燃やしさってください。 

in 緊急消乂ボタンを押ず。 

I U 巧震自動消乂装置を作動させ、しんを下げた状態にして 
<ださい。 
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乾電池を抜いて収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管して < ださい。 
「取扱説明書」も忘れずに大切に保管してください。 

-お願い- 

•高温多湿、直が曰光の当たる場所には、保管しないで 
<ださい。 

饋が出たり、樹脂部品が変形する原因になります。 

•油タンクはな油を抜き、本佩こセットして保管してくださし、。 
•な油の廃棄処分は、'打油をお買いホめになった販売店に 
ご相談ください。 



•な油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使いきる）ようにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限内は電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用されること 
をおすすめします。 






























































圆廃棄ずるとき 


阿 I 保留の 1 〜 6 項を参照して、油タンク、油受けざら内の打油を抜き取り、電池ケースから乾電池を取りはずして、各自治体の 
指導に従って廃棄してください。 


圆仕様 


py 式の呼び 

RC - D 36 C 

外形寸法 
(置台を含む） 

局さ 

454.5 mm ^ 

種 類 

自然通気形開放式石油ストーブ 

幅 

己 62 mm 

しん式•放射形 

奥行 

279 mm 

点乂 方式 

電池点乂〔単こ形乾電池4個•別売〕 

しん 

種 頰 

普通筒しん 

使用燃料 

打油 ( JIS 1 号） 

卜 3® [熱しん第32種 ( TTS -32) 

最大燃料消費量 

3.60 kVV (0.3 已 OI / h ) 

呼び 

寸法 

内径 

8己 mm 

暖房出力 

3.60 kW 

厚さ 

2.5 mm 

油タンク容量 

4.0 L 

吸上量 

200% 

燃焼継続時間 

約]].4時間 

安全装置 

巧震自動消乂装置(しん降下式） 

気密油タンクの給油時消乂装置 J 

L 質量 

約] 0.己 kg 


画アフターサービス 


保証について 


•保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間は、お買い求めの曰より1年間です。 

-お願い- 

次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象となりませんのでごを意ください。 

(1) 変質打油や不純打油などの不良打油、また打油外の燃料を使用したための故障や事故。 

に）ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品外のものを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しんなど)の故障。 

(己）この取扱説明書や、を意書、ラベル類による指示、危険•警告•を意•お願い事項び守られず、誤った使い方をされた場合の故 
障や事故。 

•その他詳細の保証内容については、保証書の記載内容をご覧 < ださい。 


修理を依頼ずるとき 


♦囘 I 故障•異常の見分けかたと処置方法に 従って、処置をおこなってください。 

直らないとさは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

① 品名…石油ストーブ(自然通気形開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び… RC - D 36 C 

③ お買い求め年月曰 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 

•保証期間び過ぎていても、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 

•修理•引越しなどで、ス I -ーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンク、油受けざら内の打油を 
抜いてください。運搬の途中に打油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

© 消耗•劣化ずる部品 

•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、給油□□金、油受け 
•変質打油、不純打油などの不良打油の使用で劣化しやすい部品…しん 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買い求めの販売店、または I お客様相談窓ロー覧 ] (別紙参照）までお問い合わせく 
ださい。 


















































i - ai - s 石油ストーブ保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買い求め日から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼ください。 


/ 

型式 RC - D 36 C 保証期間 

N 

お買いホめ曰より1年間 

※お買いホめ曰 

年 

月 

曰 

※お客様ご芳名 



様 

下1 1 1 

1江の 



ご住所 




〔電話 

( 

) 

〕 

V 



J 


(※印欄に記入びない、あるいは購入-支払いを証明するものびない場合は 
無効となりますから必ずご確認ください。） 


【無料修理 


※販売店名-住所-電話番号 


画画名ち屋市瑞穂区桃園町5き]7号 
で F で个丄3〒467-日855 S 日 52-822- 1144 

規定】 


1 . お買い求め曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼附ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日 • 
支払いを証明するものをご提示のうえ、お買い求めの 
販売店または当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買い求めの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でち、次の場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼附ラベル等のを意書に従わない 
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び 
損停 

(□) お買い求め後の器具の転倒、落下、衝撃-輸送等による 
故障及び損傷。 

(八）乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害その他 
の環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定外の燃料、または変質打油や不純打油などの 
不良打油を使用された場合に生じた故障や損傷。 

(ホ）一般家庭用 iU 外(例えば、温室や業務用の使用、車輒 • 
船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(へ）部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテナンス 
の营用 

(卜）本書にお買い求め年月曰-お客様名-販売店名の記入 
のない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。通 
信販売等で購入され、それを証明する商品の送り 
状-支払明細書の提示びない場合。ネット販売を利用 
した個人売買品や讓渡品、中ち品(再生品)の修理。 

(チ）修理のご依頼に際して本書のご提示びない場合。 


日.本書は日本国内においてのみ有効です。 

6. 本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に保 
管してください。 

•この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ外の 
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちのでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買い求めの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

•保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について 
詳しくは、取扱説明書の「アフターサービス」の項をご覧く 
ださい。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の 
ために利用させていただく場合びありますので、ご了承 
<ださい。 


修理メモ 


株式会社 K 3 K 5 

ホームぺージ http://www . toyotomi.jp 

本社干 467-08 己己 
名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号 
フ U - コール0120 -104-1 己4 
TEL 〈0蛇〉能 S -1144 
FAX 〈0己 S 〉 




















